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野球の打撃は，時間的および空間的制限がある中で，投手が投じるボールの情報を瞬時に把
握し，打つか打たないのかの意思決定を行う（高木ほか，2008）などのタイミング一致課題や
バットコントロール，スイング速度の獲得などの課題が混在している．そこで，これまでの野
球の打撃研究は，スイング速度の獲得要因に関する研究（川村ほか，2008）や，投球のコース
や高さの違い（Rafael et al., 2009），投球の速度の違い（高木ほか，2010）など，明確な課題
設定による動作の比較が行われてきた．しかし，指導現場ではいずれかの課題達成を目指せば
いいというわけではなく，より高いパフォーマンスを安定して発揮するために，複雑に絡み合
う打撃の課題の中から最も適切な妥協点を探す作業が行われている．ゆえに，野球の打撃は単
純化した課題を達成するのではなく，複数の課題を総合的に評価し，克服していく必要がある．
そこで本研究は，指導現場にいる指導者がどのように打撃の課題を総合的に評価しているのか
に着目した．指導者のもつ技術に関する知識を獲得する手段の 1つに指導書がある．指導書は
多くの技術的視点がある中で，一般的共通項として指導者の意見がまとめられ，高いレベルの
知識を獲得できる．また，指導者間で共通した着眼点を導き出せると考えられる．一般共通項
である指導者の着眼点は指導実践の中では基本的な指導言語として扱われる場合が多い．しか
し，実際の指導では指導言語から逸脱した多様で細部に着目した表現もみられる．そこで重要
なことは一般的な指導言語と実際の動作の関係性を明らかにすることであり，指導における動
作を表すときの着眼点の可能性とその限界を示すことができれば，コーチングにおいて有用な
知見を得られると考えられる．このような事例的な指導研究を行うためにも，一般的な着眼点
と実際の動作との関係を明らかにすることは，一般化と個別化の関係を繋ぐ研究として期待で
きる． 
そこで本研究の目的は，野球の打撃において指導者が共通して認識している一般的で包括的
な着眼点と指導者に評価された選手の客観的な動作の比較を総合的に検討することで，打撃指
導における着眼点に内包する応用可能な意味を明らかにし，野球の打撃に関する研究およびコ
ーチングへの示唆を得ることとした． 
 以上の目的を達成するために本研究では，2つの研究課題を設定した． 
【研究課題 1】 
研究課題 1は，野球の打撃における指導者の着眼点を収集・整理することで，指導者が効果
的な打撃を行うために重要だと認識している，一般的で包括的な着眼点を明らかにすることを
目的とした． 
そこで，過去 10 年間において日本で出版された野球の指導書から打撃のスイングに関する
記述（以下，テクストと示す）を抽出し，各テクストに①動作局面（どの局面に対する指導な
のか），②意識の対象（どの部位に関する指導なのか）についてラベリングを行った．このラベ
リングの作業を 3 名の研究者で，なおかつ野球の指導者が行い，3 名の意見が一致するまでト
ライアンギュレーションを行った．分析は，3 名の意見が一致したテクストを対象に，動作局
面における意識の対象の表出数のクロス集計を用いた残差分析を行い，調整済み残差を算出し，
指導者が効果的な打撃を行うために重要だと認識している，一般的で包括的な着眼点を抽出し
た．  
得られた結果は以下のとおりである． 
① 意識の対象の表出数において，最も表出数が多かったのが『対物』で，次に『下肢』，『上肢』，
『体幹』の順でそれぞれ表出数が多かったことから，野球の打撃は全身運動である一方で，
バットとボールの衝突に関する指導も重視していることがわかった． 
② 動作局面と意識の対象との間の表出数をクロス集計して残差分析を行った結果，すべての動
作局面において 1 つ以上の意識の対象に有意差が認められたことから，指導者は各動作局
面において共通の部位に着目して記述していることが明らかになった． 
③ 動作局面と意識の対象との間の表出数をクロス集計して残差分析を行った結果，すべての意
識の対象に有意差が認められたことから，野球の打撃指導は全身を包括的にとらえた全体的
な指導と，身体部位を細かく対象とする部分的な指導を区別して行っていることわかった． 
④ 指導者共通の着眼点から，指導者はテイクバック局面とステップ局面では『下肢』に，アプ
ローチ局面では『体幹』と『腰』に，フォロースルー局面では『上肢』に共通して着眼して
いることから，指導者が着目する部位は動作局面の前半から後半に進むにつれて『下肢』か
ら『体幹』，『上肢』へと移行する傾向がみられた． 
 
【研究課題 2】 
研究課題 2は，現場の指導者が主観的に評価した選手の動作をキネマティクス的に比較する
ことで，野球の打撃において指導者が選手を評価する際の着眼点を客観的に評価することを目
的とした．そこで，大学野球チームを対象に，チーム指導者 3名の主観的評価で選定された選
手の打撃動作を，さらにチーム外指導者 1名に主観的が評価し，選定してもらった．以上の選
定において，4 名の評価が一致した選手の打撃動作をキネマティクス的に分析した結果，以下
のことが明らかになった． 
① 打撃動作のみを観察したチーム外指導者の評価は，チーム指導者による選手評価と高い精度
で一致していたことから，野球の打撃技術についての評価は，打撃動作を観察するだけでも，
高い精度で行えることが示唆された． 
② FG群と SG群において，スイング速度や打球速度，体格要因などに大きな差はみられなか
ったことから，本研究における指導者は，打者の体格要因やスイング速度，試技の結果など
よりも，投手との時間的要因，いわゆるタイミングに関する課題やそれに伴う動作を評価し
ていることが示唆された． 
③ 下肢の動作において両群に有意な差が認められる項目があったが，上肢の動作においては，
どの項目においても有意な差が認められなかったことから，大学野球選手の打撃試技におい
て上肢の動作に大きな差は生じないが，下肢の動作については違いが生じることがわかった． 
④ 身体重心の移動距離において，FG 群はステップ局面で最も大きく変位したが，SG 群はア
プローチ局面で最も大きく変位し，その差は有意であった．また，軸脚股関節の外転動作に
おいても同様の傾向がみられたことから，軸脚股関節の外転動作が身体重心の移動に及ぼす
影響が大きく，指導者は身体重心の移動が大きく生じるタイミングの違いを，重要な着眼点
としていることが示唆された． 
⑤ ステップ時間はFG群のほうが有意に長かった．また，有意差はなかったものの，ステップ
動作の開始時刻は FG群のほうがが早く，ほぼ投手のリリースと同時で，アプローチ局面の
時間は SG群よりも短かった．そのために FG群は，腰を FC時以前から投手方向に回転さ
せるスイング開始の準備動作のようなことを行うことで可能にしており，これらの動作を指
導者は重要な着眼点としていることが示唆された． 
【総合考察】 
総合考察では，研究課題 1と研究課題 2で得られた，指導者が共通に認識している着眼点と
キネマティクス的な評価を総合的に検討することで，打撃指導における着眼点に内包する指導
に応用可能な意味を明らかにすることを目的とした． 
その結果，以下のことが明らかになった． 
① 指導者が共通して認識している一般的な着眼点は，「投手に合わせてタイミングをはかり，
姿勢を安定させる」など，抽象度が高い包括的な意味内容の指導が多いものの，キネマティ
クス的データによって説明しようとすると，「投手のリリースと打者が踏出脚を踏出すタイ
ミングの差」や「踏出脚の関節角度」，「軸脚の関節角度」など，複数のデータから説明する
必要があった． 
② 指導者の着眼点と客観的データの共通点を検討することで，指導者が述べる「重心の移動」
を「軸脚の外転動作と踏出脚股関節および膝関節の伸展動作が担っている」など，指導者が
包括的に捉えている着眼点を具体的かつ部分的に説明することができた．さらに，指導者共
通の着眼点にはない「ステップ局面における軸脚股関節の外転動作」の違いが明らかになる
など，新たな着眼点の発見に寄与できる可能性が示唆された． 
③ 指導者が選手の運動を修正しようとする際，選手に複数の着眼点を同時に意識させること
は非常に困難であることから，指導者は包括的な意味内容の指導による動作全体の修正と，
動作全体の修正が困難であった場合の具体的で部分的な修正の視点を持ち，選手に応じて
多様性のある指導を行う必要性が示唆された． 
④ 指導現場において指導者によって指導内容が異なるのは，指導者の着眼点に包括的な意味内
容や部分的な意味内容が混在する中で，それぞれの指導者が経験的に重要だと認識している
意味内容が異なるためであり，その違いが指導者の特徴として表れていることが示唆された． 
 
【結論】 
本研究は野球の打撃において指導者が共通に認識している一般的で包括的な着眼点と指導者
に評価された選手の客観的な動作を総合的に検討することで，打撃指導における着眼点に内包
する応用可能な意味を明らかにし，野球の打撃に関する研究およびコーチングへの示唆を得る
ことを目的とした．以上の結果は，野球の打撃指導における指導者の着眼点として，指導者が
現場で認識している着眼点の一部をキネマティクス的に説明ができることを示しており，指導
現場における主観的な情報を客観的に評価することや，客観的な情報を指導現場に応用するた
めの方法および留意点が明らかにされた．しかし，野球の打撃研究において研究結果を即座に
現場に還元するためには，さらなる基礎データの構築が必要であり，また基礎データの構築に
は指導現場と研究分野が連携し，理論構築にむけて取り組んでいく必要がある．  
